
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
。
荻

田
部
会
長
は
、
「
２６
春
闘
の

本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
人
間

ら
し
い
豊
か
な
暮
ら
し
と
誇

り
と
や
り
が
い
を
持
っ
て
働

き
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
職

場
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
労

働
組
合
の
主
導
で
交
渉
す
る

構
え
が
必
要
で
す
。
同
時
に

最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
き
上

げ
を
め
ざ
す
運
動
も
重
要
で

す
。
何
故
な
ら
、
１
９
９
５

年
の
労
働
者
の
年
収
は
中
央

値
で
５
５
０
万
円
あ
っ
た
。

こ
と
時
の
消
費
税
は
３
％
で

し
た
が
、
２
０
２
３
年
の
労

働
者
の
年
収
は
中
央
値
で
４

１
０
万
円
に
下
が
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
消
費
税
は

ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に
支

援
す
る
政
党
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
財
界
・
大
企
業
・
ア
メ
リ

カ
言
い
な
り
の
自
民
党
に
国

民
の
暮
ら
し
を
託
す
こ
と
が

出
来
な
い
。
こ
う
い
う
時
だ
か

ら
こ
そ
労
働
組
合
の
底
力
を

発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
経
済
闘
争
と
政
治
闘

争
を
結
合
さ
せ
て
２６
春
闘
を

旺
盛
に
た
た
か
お
う
！
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
労

基
法
の
改
正
と
労
働
者
の
権

利
の
解
体
」
を
テ
ー
マ
に
、
き

ず
な
法
律
事
務
所
の
西
川
大

史
弁
護
士
を
お
招
き
し
て
約

１
時
間
学
習
し
ま
し
た
。
学
習

会
で
感
じ
た
こ
と
は
、
労
働
基

準
法
に
定
め
ら
れ
た
法
律
よ

り
も
労
使
で
合
意
す
れ
ば
法

律
以
下
で
も
合
法
と
な
る
よ

う
な
議
論
も
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
非
常
に
危
機
感
を

持
ち
ま
し
た
。
全
体
の
参
加
者

は
２９
名
、
建
交
労
大
阪
か
ら

前
村
執
行
委
員
長
、
荻
田
書
記

長
、
大
阪
合
同
支
部
組
合
員
１

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

１０
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
で
は
生
活
が
苦
し
く
な

る
の
は
、
当
た
り
前
で
す
。

こ
の
原
因
は
非
正
規
労
働
者

が
増
え
た
こ
と
か
ら
年
収
の

中
央
値
が
大
き
く
落
ち
込
ん

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
賃
金
の
底
上
げ
が
必

要
で
あ
り
、
全
国
一
律
最
低

賃
金
１
，
７
０
０
円
を
早
期

に
実
現
し
、
２
，
０
０
０
円

を
め
ざ
す
運
動
が
大
切
で
あ

る
。」
と
述
べ
た
う
え
で
「
政

治
闘
争
も
労
働
組
合
に
と
っ

て
重
要
な
た
た
か
い
で
す
。

２
月
８
日
投
開
票
で
行
わ
れ

た
衆
議
院
解
散
総
選
挙
は
、

自
民
が
圧
勝
す
る
結
果
に
な

り
ま
し
た
。
我
々
、
労
働
組

合
が
め
ざ
す
人
間
ら
し
い
く

 

大
阪
労
連
民
間
部
会
の
春

闘
学
習
交
流
会
は
、
２
月
１１

日
（
水
・
祝
）
午
後
１４
時
か

ら
国
労
大
阪
会
館
１
階
ホ
ー

ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た
。
春
闘
学
習
交
流
会
は
、

寺
田
事
務
局
の
司
会
進
行
で

始
ま
り
、
冒
頭
に
民
間
部
会

役
員
を
代
表
し
て
荻
田
部
会
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建
交
労
中
央
行
動
は
、
３

月
５
日
（
木
）
終
日
行
動
で

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
早
朝

は
、
午
前
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
赤
坂
で
『
安
心
し
て
生
活

で
き
る
賃
金
を
実
現
し
よ

う
！
各
職
場
・
地
域
で
対
話

活
動
を
広
げ
よ
う
！
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
決
起
集
会
を
行

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
主
催

者
を
代
表
し
て
足
立
中
央
執

行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。
足

立
中
央
執
行
委
員
長
は
、「
拡

大
し
続
け
る
大
企
業
の
内
部

留
保
を
社
会
に
ま
わ
し
、
中
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決
起
集
会
後
は
、
日
比
谷
公

園
で
全
労
連
が
取
り
組
む
決

起
集
会
に
参
加
。
そ
し
て
、

国
交
省
・
経
産
省
・
厚
労
省

へ
の
要
請
行
動
や
議
員
要
請

行
動
、
デ
モ
行
進
へ
の
参
加

者
に
分
か
れ
て
取
り
組
み
ま

し
た
。
建
交
労
大
阪
か
ら
は

６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

  

し
て
『
な
ぜ
労
働
組
合
を
つ
く

る
の
か
』
を
テ
ー
マ
に
学
習
し

ま
し
た
。
ま
た
、
５
月
１６
日

（
土
）
に
は
一
般
組
合
員
向
け

の
学
習
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。」
と
報
告
し
、「
労
働
組
合

の
任
務
と
役
割
を
発
揮
す
る

２
６
春
闘
を
全
力
で
た
た
か

う
。」
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

２５
名
の
目
標
を
設
定
し
ま
し

た
。
内
訳
は
、
企
業
内
関
連
５

名
、
未
組
織
労
働
者
の
組
織
化

１０
名
、
非
正
規
労
働
者
１０
名

（
日
々
雇
用
を
含
む
）、
組
織

強
化
は
、
２
月
８
日
（
日
）
次

世
代
活
動
家
育
成
学
習
会
を

開
催
し
、
関
西
勤
労
協
・
箕
作

（
み
つ
く
り
）
講
師
を
お
招
き

小
・
零
細
企
業
で
働
く
労
働

者
の
大
幅
賃
上
げ
を
実
現
さ

せ
よ
う
！
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
そ
の
後
、
建
交
労
大

阪
府
本
部
・
本
多
副
委
員
長

が
決
意
表
明
。 

本
多
副
委
員
長
は
、「
人
間

ら
し
い
暮
ら
し
と
誇
り
と
や

り
が
い
を
持
っ
て
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
環
境
を
つ
く
る

た
め
に
、
労
働
組
合
の
主
導

で
交
渉
を
す
す
め
る
構
え
で

す
。
そ
の
う
え
で
、
組
織
拡

大
・
強
化
を
実
現
す
る
た
め

に
、
春
闘
で
の
組
織
拡
大
は



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

求
基
準
と
し
て
日
額
２
，
０

０
０
円
、
月
額
４
万
４
，
０

０
０
円
以
上
、
パ
ー
ト
・
短

時
間
労
働
者
の
時
間
給
２

５
０
円
以
上
の
引
上
げ
要

求
額
を
決
定
し
、
要
求
提
出

職
場
３３
職
場
で
２
月
１２
日

を
全
国
一
斉
提
出
日
と
し

て
要
求
書
を
提
出
し
た
。」

と
述
べ
る
と
と
も
に
、「
大

企
業
言
い
な
り
に
政
治
を

進
め
る
政
治
課
題
抜
き
に

う
！
」「
カ
ジ
ノ
建
設
中
止
！

消
費
税
減
税
！
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
廃
止
！
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
て
、
３
月
８
日

（
日
）
夢
洲
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー

ド
に
お
い
て
決
起
集
会
を
行

う
と
と
も
に
、
大
阪
府
民
・

市
民
へ
ア
ピ
ー
ル
宣
伝
を
実

 

建
交
労
大
阪
府
本
部
と
大

阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
の
共
催
で

行
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
・
ダ
ン
プ

パ
レ
ー
ド
は
、「
多
重
下
請
け

構
造
の
禁
止
！
労
基
法
改
悪

阻
止
！
」「
大
幅
賃
上
げ
の
実

現
で
輸
送
・
建
設
・
国
民
生

活

の

安

全

を

確

保

し

よ

施
す
る
た
め
、
大
阪
市
内
へ

ト
ラ
ッ
ク
・
ダ
ン
プ
３１
台
と

宣
伝
カ
ー
３
台
で
パ
レ
ー
ド

を
行
い
ま
し
た
。
早
朝
は
、

夢
洲
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
に
建

交
労
大
阪
の
仲
間
の
皆
さ
ん

１
１
３
名
が
結
集
。
ま
た
、

来
賓
あ
い
さ
つ
と
し
て
、
大

阪
労
連
・
永
井
副
議
長
、
大

阪
建
設
共
闘
・
矢
野
事
務
局

長
、
大
阪
交
運
共
闘
・
庭
和

田
事
務
局
長
が
駆
け
つ
け
て

く
れ
ま
し
た
。
決
起
集
会
は
、

ト
ラ
ッ
ク
・
ダ
ン
プ
パ
レ
ー

ド
実
行
委
員
の
荻
田
事
務
局

長
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、

冒
頭
に
主
催
者
を
代
表
し
て

前
村
実
行
委
員
長
が
あ
い
さ

つ
。 

 

前
村
実
行
委
員
長
は
、「
私

た
ち
建
交
労
大
阪
府
本
部

は
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
・
生

計
費
原
則
に
基
づ
く
統
一
要

ＮＯ１２２（３）           建交労大阪府本部機関紙            2026年 3月号         

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

め
て
い
る
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
中
小
企
業
で
あ
っ
て
も
経

営
者
は
従
業
員
・
家
族
を
守
る

責
務
が
あ
る
。
す
べ
て
の
職
場

で
要
求
書
を
提
出
し
、
経
営
者

を
説
得
す
る
交
渉
力
が
な
け
れ

ば
自
ら
の
生
活
は
守
れ
な
い
。

あ
き
ら
め
ず
、
粘
り
強
く
最
後

ま
で
交
渉
し
よ
う
！
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
決
起
集
会
後
は
、

大
阪
市
内
へ
向
け
て
パ
レ
ー
ド

を
行
う
と
と
も
に
、
野
田
阪
神

駅
前
で
は
、
関
西
支
部
の
仲
間

の
み
な
さ
ん
１７
名
、
難
波
駅
前

で
は
、
大
阪
合
同
支
部
・
大
阪

建
設
共
闘
・
大
建
労
の
仲
間
の

み
な
さ
ん
１７
名
が
参
加
し
、
春

闘
ア
ピ
ー
ル
宣
伝
を
実
施
と
労

働
組
合
へ
の
加
入
を
呼
び
か
け

る
テ
ィ
ッ
シ
ュ
入
り
ビ
ラ
５
０

０
個
を
配
布
し
ま
し
た
。
物
価

高
騰
に
実
質
賃
金
が
３０
年
間

も
上
が
っ
て
い
な
い
状
況
の

中
、
２６
春
闘
で
大
幅
賃
上
げ
の

獲
得
を
め
ざ
す
た
め
、
労
働
組

合
の
底
力
を
見
せ
つ
け
る
重
要

な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

 

の
５
６
０
兆
円
に
な
る
一

方
、
労
働
者
の
実
質
賃
金
は

下
が
り
続
け
、
物
価
高
騰
が

労
働
者
の
生
活
を
一
層
苦
し

は
解
決
で
き
な
い
現
実
が
あ

る
こ
と
も
理
解
し
て
い
る
。

ひ
と
り
勝
ち
し
て
い
る
大
企

業
の
内
部
留
保
は
過
去
最
高
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